




 

 新生児緊急医療の目的は,出生した新生児が,長期的な予後として,健康な小

児となることが期待出来るように,そのうちの危険の高い新生児に対して,適当

な医療,ないしケアを与えることである。そして,この危険は周産期が最も大き

く,周産期より時間的に遠ざかるにつれ,危険は減少すると共に慢性的な性格に

変貌する。更に医原的な因子が介入して来る可能性もあり,これが新生児緊急医

療システムの実現に対する社会的圧力の一部をなしていることは否定出来ない。 


